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【製品】　　河川海岸－消波根固めブロック 様式３

技術の名称 アレートエイト

開発会社名 日本コーケン株式会社

ＮＥＴＩＳ登録番号 ■登録済み：登録番号【KT-140085-A　　　　】　　　　　□未登録

申請先の地方整備局 関東地方整備局　関東技術事務所

分類 〔レベル１：河川海岸〕、〔レベル２：消波根固めブロック〕、〔レベル３：消波根固めブロック設置〕、〔レベル４：　　　〕

使用可能な工事の種類 人工リーフ工、マウンド被覆工、ヘッドランド工、突堤工、その他海岸根固め被覆工

技術名称 消波根固めブロック(単孔の平型)

選定理由 一般的に採用実績が多いため、従来技術として消波根固めブロック（単孔の平型）を選定した。

備考

中 小 従来技術のコスト 申請技術のコスト 従来技術との比較＜結果＞

イニシャルコスト 単位当たり 2,812,515.52円/100㎡ 2,810,394.96円/100㎡ 0.08％向上

ランニングコスト 対象外 ― ― ―

その他 ― ― ― ―

トータルコスト 合計額 2,812,515.52円/100㎡ 2,810,394.96円/100㎡ 0.08％向上

備考

中 小 ①現行基準値等
②申請技術について実証により
確認した数値等

③従来技術との比較＜結果＞

構造 ―

― ― ―

施工段階
※仮設工については施工段階の
安全性は含まない。

―

― ― ―

物性 ―

― ― ―

形状 ―

― ― ―

能力 耐波安定性 アレートエイトの安定性（係数）は
1.02（R/H）+2.30（所要質量2.976t
以上）であること。

アレートエイトの安定性（係数）は
1.02（R/H）+2.30（所要質量2.976t
以上）であることを確認した。

従来技術の安定性（係数）は0.99
（R/H）+1.63（所要質量6.475ｔ以
上）。
質量換算で、54.04％向上。

材料 型枠の出荷基準 型枠は下記の基準値内で出荷す
ること。
部品の許容値±5㎜、組立後の
許容値±5㎜～±15㎜。

型枠は下記の基準値内で出荷す
ることを確認した。
部品の許容値±5㎜、組立後の
許容値±5㎜～±15㎜。

同等。

施工 基礎捨石の均し精度
基礎捨石の均し精度は基準高
（荒均し）±300㎜内で行うこと。

基礎捨石の均し精度は基準高
（荒均し）±300㎜内で行うことを
確認した。

同等。

完成物 堤体の出来形 堤体の出来形は下記の規格内で
行うこと。
基準高±300㎜、厚さ-20㎜、幅-
20㎜、延長-200㎜。

堤体の出来形は下記の規格内で
行うことを確認した。
基準高±300㎜、厚さ-20㎜、幅-
20㎜、延長-200㎜。

同等。

合理化 工程

― 88日/100㎡ 102日/100㎡ 13.73％短縮。

現場条件 製作ヤード必要面積 アレートエイト4.0t型 100㎡分製
作の場合、製作ヤード面積は
305.2㎡以上であること。

アレートエイト4.0t型 100㎡分製
作の場合、製作ヤード面積は
305.2㎡であることを確認した。

従来技術100㎡分製作の場合、
製作ヤード面積は308.9㎡以上。
1.21％向上。

適用範囲 製品規格の上限
最大規格30.0t型（実質量30.209
ｔ）以下であること。

最大規格30.0ｔ型（実質量30.209
ｔ）であることを確認した。

従来技術の最大規格16.0ｔ型（実
質量16.004ｔ）以上。
質量換算で、47.02％向上。

自然条件 ―

― ― ―

施工管理 施工管理の頻度 以下の頻度で施工管理をするこ
と。
施工延長40ｍ（又は50m）につき
１箇所。延長40ｍ（又は50m）以
下のものは１施工箇所につき２

以下の頻度で施工管理をするこ
とを確認した。
施工延長40ｍ（又は50m）につき
１箇所。延長40ｍ（又は50m）以
下のものは１施工箇所につき２

同等。

難易度 ―

― ― ―

社会環境 コンクリート使用量 アレートエイト4.0t型 100㎡分製
作の場合、コンクリート使用量は
40.80㎥であること。

アレートエイト4.0t型 100㎡分製
作の場合、コンクリート使用量は
40.80㎥であることを確認した。

従来技術 100㎡分製作の場合、
コンクリート使用量は52.93㎥。
29.73％削減。

作業員環境 ―

― ― ―

独自基準等の有無 技術指針、設計基準等 無（　　　　）

積算基準等 無（　　　　）

施工管理基準等 無（　　　　）

その他

その他

環境

耐久性

品質・出来形

施工性

大

安全性

※労働安全衛生法上の安全性
等は含まない。

評価項目

その他

評価項目 申請者記入欄

比較対象とする従来技術

申請者記入欄

大

経済性




